An Easay on Jane Eyre by 大平 栄子
Jane Eyre試論―Janeの愛をめぐる
葛藤のドラマを中心にして































































































































































































































































































































































た Janeは初めて ｢義務｣の前に ｢愛｣を問題にしたといえる｡この時,Jane
は少しも良心の珂責に悩まされることはない｡それどころか,｢わたしの魂は｣
｢進んで正しいことをしている｣という確信すらある｡自らの ｢魂｣を見失う
まいとして必死に ｢道徳｣にしがみついていた Janeは,ここに至って｢義務｣
に縛られることなく,しかも自己を見失うことなく,それどころか,むしろ自
己を豊かに主張し肯定し,解放する｡Janeの魂の自由は ｢義務｣ではなく,
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真実の愛に目覚めることによって可能になる｡
遥か彼方にいる Rochesterの声が突然聞こえるといった超自然現象とも
言えるこの瞬間を,Janeの無意識の力がRochesterの声となって彼女の意識に
働きかけた瞬間であると読むことも可能であろう｡ Janeは ｢あの訪れ｣が
t`heexternalworld'(p.446)からではなく｢内部｣からきたもののようであ
ると述べている｡ Janeは自己の内なるほの暗い深みから閃めく｢愛｣の力の
働きか桝こ対し,意識的に I`amcoming!'と答える｡この決断によって彼女の
内に捕われていた ｢魂｣は自由になる｡
Jane●は常に何が ｢正しい道｣であるのかを神に,自己に問い続けてきた｡そ
れは神にも社会にも認められる生き方という意味を含むと同時に,なによりも
自分自身肯定できる生き方ということを意味する｡しかし, St.Johnとの生
活において,｢自分の性質｣を半分押えつけねばならないような不自由さを味
わった Janeは,肯定できるだけでなく自分を生かす生き方というものに目覚め
る｡つまり,自分の ｢本性｣が生かされる生き方を求めるようになる｡この｢本
性｣と人間の自然な感情とは Janeにあっては切り離すことのできない関係に
あり,泉のように湧き起る情愛を豊かに青くむことなしにはJane-の｢本性｣
を生かすことにはならない｡これまで.Janeは人間の ｢自然｣と ｢理性｣との
相魁を体験し,その間を揺れ動き,さ迷ってきたが,今はそ.の相魁は I`am
coming!'という高らかな ｢愛｣の宣言の中に解消する｡
真実の愛に目覚め,自分を閉じこめていた鑑の扉を開いたIJaneは,迷うことな
くRochesterのもとへ行こうと決断するわけであるが,′るaZ).時の.Janeけま
Rochesterをとりまく環境の変化を知るわけもなく,従って,Rochesterの家
敷を出てきた時と完く同じ条件の下にあることを承知しながら,なおRochester
のもとへ戻ろうと決意する｡しかも,｢わたしの魂｣は ｢進んで正しいことをし
ようとしている｣(p.446),､あるいは ｢聖霊のすぐ間近まで進み入ったように
感じる｣(p.445)と言っているようにJane;の決断は正当化されている印象
を読者に与える.従って,このJaneの決断は,たとえ社会的に認められる形で
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結びつくことで愛が報われるということを期待できないにしても,真の愛情こ
そ自分を生かすという高らかな宣言として読むことができる｡はたして,この
Janeの決断の意味が,Rochesterの妻の死という運命の転換ともいえる plot
の展開で変ってくるか,また,この決断によってJaneの心の中の諸々の葛藤
を一瞬にして解消してしまったという印象を与えるが.その印象に変化がみら
れるかどうかみてみよう｡
Rochesterに一目でも会おうと凍心して出かけたJaneではあるが,心は揺
れ動く｡一目会えたらそれでよいと思う反面,会ったら夢中になり走りよる｡
そうしたらどうなるか,という不安をのぞかせるかと思うと,｢ロチュスターの眼
ざLをうけて生きる喜びを味わったとして誰が傷つくか｣(p.448-449)とも
考える｡このような Janeの心の迷いは I`amcoming!'と叫んだ時の決断の
与える印象を弱めるだけでなく,その意味を嘩味なものにする｡しかし,この
Janeの不安の根はRochesterの妻の死という運命の転換というplotの操作
によって簡単に引き抜かれる.｢霊感｣にも似た一瞬のRochesterの呼声に励
まされて Thornrieldに来てみると,R∝hester■の家数は火事で跡かたもなく,
彼の妻は亡くなり,Rochester自身も片腕を失い,失明し,失意のうちに日を
重ねていることを知る｡
Jean-PierrePetitが述べているように ｢ソーンフイ-ルドの火事は都合よ
く狂女を片づけてくれ｣ており3, Janeは神にも社会にも認められた形で愛を
成就することになる｡この結末に至っては I`amcoming!'の意味がかわってくる｡
それまでは Jane自身の愛についての認識が深まった結果の決断であ~るという
印象が強かったが,この決断が偶然性とも言えるようなplotの展開によって
正当化されてしまい,そのことによって,かえって見えざる運命の力による
恩寵というニュアンスがでてくることで, Janeの｢愛｣についての認識の深
化によって諸々の葛藤から解放された啓示の瞬間と考えられた場面の意義をそ
こね,これまで追求してきた問題の焦点がぼやけてくることになる｡ 一Iam
coming!'というJaneの返事はRochester.の呼声に対して意識的になされた
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ものと考えられたがその意味あいが弱められる｡また,Rochester'の声はJane
の愛の認識の深さを表わす象徴的場面というよりは,超自然の介入という運命
的色彩を強める｡妻は死に,Rochesterの罪が火事によって浄化され,一人わ
びしく生きているこの時こそ,あらゆる誘惑に屈せず苦難の道を歩んだJane
に,Rochesterのもとへ行くがよいという神の導きの声が聞こえたという印象
に変ってくる｡従って,試練によってきたえられた, 何ものも障げることので
きない純粋で強い愛.しかも ｢魂｣を解放する愛,の勝利によって ｢愛｣にま
つわる葛藤に終止符をつけたと思われたものが,そうではなく..最終的には
Roches.terの妻の死によって社会的制度の制約が消え,二人が結婚によって結
ばれることによって,その葛藤は解消される｡従って,Rochesterの妻が火事
によって死亡するという運命の転換によって,Rocbesterの呼声が聞こえると
いう決定的瞬間になされたJanelの｢愛｣の決断にみられた勝利感は薄れ.｢義
務｣あるいは社会に認められる形としての ｢愛｣という色合いが濃 くなる｡
Jane!は愛の挫折という体験を通して自己認識を深め,無力で未成熟な愛を豊
かにしてきたわけであるが,その間 Janeの中で闘われてきた葛藤が究極的に
は何によって和解されたと言えるのか不明掛 こならざるをえない｡従って,
Jane･の内的闘いのドラマが徹底して追求されていないという印象を残す｡
この原因が,作者ICharlotteBrontさ.:自身の厳しい倫理感と情熱についての
考え方との統合がうまくいかなかったことによるものかについての考察は次の
機会に譲るとしても,LeslieStephenが述べているように,c`onsistencyor
doctoriふe,' h`armonyofdesign'が欠如しているために,相反するものの和
解,統一に失敗している4という印象はぬぐい去れないように思われるのであ
る｡
注
1 MrsHumphryWard は､JaneEyT･e,HawarthEdition,1899の序文の中で
'..intheinterestofsomestrangesocialinstinctwhichsheknowsa'duty.
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whicIShecannotexplainandcanonlyobey,tramplesherloveunderfoot…'
と述べていることからもわかるように,愛の成就の障害となっているものとして,
｢義務｣をあげている｡事実,作者自身,主人公に ｢わたしは愛を問題にせず義務だけ
を考えていたJ(p.444)と言わせていることからもわかるように,｢愛｣に対立する
ものとして ｢義務｣を設定していることは明らかであるが,しかし.作者が意図して
いるかどうかは別として,｢義務｣以外に ｢愛｣を障むものがあるという解釈を可能
にしている部分がこの作品にはあると考える｡
2･CharloteBronte,JaneEyT･e,Penguin,Reprinted,1983･なお.本書よりの
引用については本文中に引用頁を記す｡
3.Jean-PirrePetit,`CharlotteBront6-JaneEyre'inLeroTnananglais
auXIXosiecle,PressesUniversitairesdeFrance,1978.r十九世紀のイギリス小
説J小池滋･臼田昭訳 (南雲堂,1986)146貢｡
4･LeslieStephenPnCharlotteBronti5,inneBT･Ontb'sITheCriticalHeritage,
ed.byMiriamAlott,Routledge&KeganPa11,1974,p.422.
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